
（
１
）

華
岡
青
洲
が
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
十
月
に
全
身
麻
酔
下
で
乳
癌
の
手
術
を
行
っ
て
以
来
、
そ
の
令
名
は
全
国
に
響
き
わ
た
っ
た
。
そ
し

て
華
岡
流
の
外
科
を
学
ば
ん
と
欲
す
る
者
が
全
国
か
ら
婿
集
し
た
。
そ
の
急
増
の
度
合
は
、
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
以
前
十
年
間
の
入
門
者

（
２
）
Ｉ
（
４
）

が
わ
ず
か
三
十
五
人
で
あ
っ
た
が
、
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
以
後
の
入
門
者
が
二
百
八
十
四
人
に
達
し
た
こ
と
で
も
容
易
に
理
解
出
来
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
青
洲
生
前
に
約
一
千
名
、
喪
後
か
ら
明
治
十
五
年
ま
で
に
約
一
千
名
の
計
二
千
余
名
が
、
そ
の
門
に
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
津

軽
か
ら
も
数
名
の
医
師
が
青
洲
の
門
に
学
ん
で
お
り
、
藩
医
三
上
道
隆
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

華
岡
流
外
科
の
最
も
得
意
と
す
る
全
身
麻
酔
下
の
手
術
に
関
連
し
て
、
本
間
玄
調
、
鎌
田
玄
台
の
事
例
以
外
の
門
人
た
ち
の
具
体
的
な
手
術

（
５
）

名
な
ど
を
含
む
業
績
は
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
１
）著

者
は
以
前
華
岡
流
の
全
身
麻
酔
が
明
治
三
十
年
の
佐
賀
県
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
が
、
今
回
津
軽
に
お
い
て
も
華
岡
塾

に
学
ん
だ
三
上
道
隆
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
の
手
術
に
つ
い
て
の
事
例
が
判
明
し
た
の
で
報
告
す
る
。

一
、
は
じ
め
に

津
軽
に
お
け
る
最
初
の
全
身
麻
酔

Ｉ
藩
医
三
上
道
隆
の
事
績
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
二
号

昭
和
六
十
二
年
四
月
三
十
日
発
行

松
木
明
知

昭
和
六
十
一
年
七
月
二
十
五
日
受
付
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内
藤
官
八
郎
（
一
八
三
二
’
一
九
○
二
）
は
、
幕
末
に
弘
前
藩
の
日
記
役
で
、
明
治
維
新
後
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
か
ら
藩
庁
租
税
掛
り
を

勤
め
、
さ
ら
に
廃
藩
後
に
は
弘
前
市
の
近
在
の
尾
上
村
や
船
沢
村
で
塾
を
開
い
た
。
彼
は
維
新
前
後
の
世
情
の
急
変
を
歎
い
て
、
文
政
年
間
か

（
７
）

ら
廃
藩
前
後
ま
で
の
弘
前
藩
の
藩
政
そ
の
ほ
か
に
関
す
る
事
績
を
編
集
し
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
「
弘
藩
明
治
一
統
誌
」
と
冠
し

て
津
軽
家
に
献
上
し
た
。
原
本
は
今
文
部
省
史
料
館
の
所
蔵
に
な
る
。

そ
の
中
の
「
人
名
誌
」
の
中
に
「
医
家
之
部
」
が
収
め
ら
れ
、
佐
々
木
元
俊
、
小
野
秀
篇
、
北
岡
太
本
、
北
岡
太
淳
、
三
上
道
隆
、
唐
牛
昌

そ
の
中
の
「
人
名
誌
」
の
中
に

雲
ら
の
事
蹟
が
述
令
へ
ら
れ
て
い
る
。

今
こ
の
中
の
三
上
道
隆
の
部
に
つ
い
て
少
し
長
い
が
左
に
引
用
す
る
。

氏
ハ
文
政
ノ
人
ニ
シ
テ
幼
稚
ノ
時
父
二
後
し
埴
華
母
ノ
養
育
ヲ
経
テ
人
ト
ナ
リ
年
廿
ニ
ニ
シ
テ
長
崎
二
走
ル
、
性
素
ヨ
リ
活
発
温
良
謙
順

文
学
ア
リ
念
胆
最
モ
清
シ
書
画
二
名
ア
リ
鉦
ト
称
ス
、
外
科
本
道
ヲ
修
シ
研
究
ノ
卿
ハ
ー
ヲ
間
テ
十
ヲ
悟
ル
気
象
ア
リ
、
寛
二
医
ノ
ー
二
道
ヲ

明
ラ
ム
、
数
年
ノ
后
弘
前
二
帰
着
病
病
ノ
患
者
日
一
日
百
員
ヲ
助
ク
、
或
日
婦
人
ノ
瘡
毒
ノ
為
二
鼻
柱
色
ヲ
変
ス
踵
し
痛
ム
撮
必
年
二
十

殊
二
乳
腫
物
ノ
為
重
瘡
ノ
難
困
却
、
既
二
命
没
ヲ
計
ラ
ン
ト
欲
ス
、
氏
二
来
リ
テ
突
泣
、
黙
止
カ
タ
シ
、
診
察
ヲ
執
ル
、
言
テ
曰
ク
両
症

甚
タ
篤
瘡
ナ
リ
、
一
片
快
セ
ハ
一
片
疵
付
ク
、
併
若
婦
ノ
重
ス
ル
所
〈
鼻
ナ
リ
、
是
ヲ
切
断
セ
ス
ン
ニ
生
ノ
面
前
趾
ル
事
モ
ァ
リ
、
乳

腫
物
〈
囲
ノ
内
ナ
リ
、
他
二
趾
ル
所
ナ
シ
、
中
年
輩
〈
不
可
ナ
ル
モ
若
婦
切
断
ノ
法
ヲ
以
テ
副
鼻
セ
ハ
何
ノ
障
り
ナ
シ
、
命
没
ノ
障
リ
モ

ナ
シ
、
副
鼻
シ
テ
如
何
ト
。
若
婦
面
前
ノ
阯
ヲ
改
正
セ
ン
ト
ハ
何
寄
ノ
幸
慶
ナ
リ
、
併
音
声
ノ
通
樋
ト
副
鼻
ノ
形
骸
如
何
ト
。
氏
ハ
笑
テ

通
樋
〈
常
ト
成
ル
副
鼻
ノ
方
向
〈
継
目
ノ
左
右
有
リ
テ
正
面
〈
何
ソ
元
ノ
如
シ
ト
、
婦
再
拝
シ
テ
喜
プ
・
ゞ

二
、
津
軽
に
お
け
る
最
初
の
全
身
麻
酔

本
町
五
丁
目
三
上
道
隆
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「
寄
薬
」
を
与
え
て
意
識
を
失
わ
せ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
身
麻
酔
薬
と
見
て
何
ら
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
お
そ
ら
く
「
奇
薬
」
の
誤
記

と
思
わ
れ
る
。
当
時
と
し
て
は
、
大
変
珍
し
い
効
能
の
著
し
い
薬
で
あ
っ
た
か
ら
「
奇
薬
」
と
も
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
奇
」
と
「
寄
」
は

発
音
が
同
じ
で
あ
り
、
誤
記
と
し
て
よ
い
。
現
在
で
も
「
麻
酔
科
」
が
「
麻
酔
課
」
と
誤
ら
れ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

右
を
要
約
す
れ
ば
、
文
政
年
間
生
れ
の
三
上
道
隆
は
、
幼
く
し
て
父
を
失
っ
た
が
、
二
十
二
歳
で
医
学
の
研
究
の
た
め
数
年
間
長
崎
に
赴

き
、
数
年
後
に
帰
郷
し
た
。
あ
る
と
き
瘡
毒
に
悩
む
二
十
歳
の
女
性
に
対
し
て
寄
薬
を
与
え
て
昏
迷
さ
せ
、
鼻
を
切
断
し
て
病
巣
を
除
き
、
切

断
し
た
鼻
を
再
接
着
さ
せ
、
籏
薬
を
与
え
て
意
識
を
回
復
さ
せ
た
。
二
週
間
で
回
復
し
、
外
見
、
発
音
も
全
く
手
術
前
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
い

う
。
残
念
な
が
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
中
風
を
煩
っ
て
廃
業
し
た
。

右
の
記
述
は
、
旧
弘
前
藩
士
、
し
か
も
日
記
方
の
経
験
を
有
す
る
人
物
の
手
に
な
る
も
の
で
大
筋
と
し
て
は
十
分
に
信
拠
出
来
る
文
献
で
あ

デ
Ｑ
Ｏ

竝
二
於
テ
氏
〈
是
ヲ
肯
テ
婦
二
寄
薬
ヲ
与
へ
昏
迷
セ
シ
メ
流
法
ヲ
以
テ
鼻
ヲ
採
断
ス
、
一
片
ノ
鼻
二
薬
ヲ
包
ン
テ
傍
二
置
キ
本
鼻
ノ
穴
道

ノ
毒
ヲ
掻
キ
除
キ
穴
ヲ
掃
讓
シ
性
毒
ヲ
取
除
ヶ
削
キ
タ
ル
、
一
片
ノ
鼻
ヲ
口
中
シ
本
鼻
二
手
ヲ
覆
う
事
一
時
廿
分
、
而
し
て
薬
ヲ
両
鼻
二

附
シ
テ
縫
う
、
膏
薬
ヲ
上
二
糊
シ
テ
婦
人
二
種
薬
ヲ
与
フ
テ
元
一
一
復
サ
シ
ム
、
婦
喜
上
泣
涙
シ
テ
謝
ス
、
悟
シ
テ
曰
ク
暫
ク
言
辞
ヲ
鰭
ョ

三
日
間
飲
食
ヲ
鰭
ョ
、
殊
更
二
小
鼻
ノ
動
キ
ハ
悪
シ
ト
教
ケ
リ
、
一
週
間
ニ
テ
鼻
ノ
継
目
一
一
肥
皮
ノ
印
ヲ
見
ル
、
夫
ヨ
リ
ニ
週
間
ニ
シ
テ

全
ク
快
へ
声
音
鼻
動
元
ノ
如
シ
、
僅
二
側
面
一
一
継
肉
ノ
疵
テ
見
ル
モ
正
面
二
障
り
ナ
シ
、
其
ノ
他
梅
毒
ハ
更
ナ
リ
、
外
科
二
預
ル
ヘ
キ
ノ

症
各
食
即
功
ナ
ル
登
記
ス
ル
暹
ア
ラ
ス
、
本
道
漢
学
医
モ
巧
妙
ナ
リ
、
門
下
二
歩
ミ
ヲ
入
ル
、
患
者
市
ヲ
成
セ
リ
名
誉
素
ヨ
リ
表
旗
シ
藩

医
ノ
大
師
タ
リ
、
借
カ
ナ
、
元
治
元
年
年
四
十
二
足
ラ
ヌ
ニ
中
風
ノ
症
ヲ
帯
ヒ
テ
治
法
ノ
診
察
ヲ
解
キ
開
業
セ
リ
、
患
者
門
前
一
一
来
リ
テ

急
テ
請
フ
ト
錐
、
診
察
ヲ
執
ラ
ス
、
地
二
伏
シ
テ
泣
ク
者
数
人
中
興
外
科
漢
学
医
ノ
耆
婆
ト
称
セ
ラ
ル
嗣
子
前
田
彦
市
弟
道
春
ナ
ル
モ
青

森
二
遷
リ
后
札
幌
二
至
ル
モ
所
在
詳
カ
ナ
ラ
ス
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手
術
が
終
っ
て
か
ら
道
隆
は
患
者
に
「
護
薬
」
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
華
岡
流
の
薬
剤
投
与
法
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
伝
来
し
た
エ

ー
テ
ル
、
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
に
よ
る
方
法
を
除
け
ば
、
当
時
の
日
本
で
全
身
麻
酔
下
に
手
術
を
行
っ
た
の
は
、
華
岡
流
外
科
の
流
れ
を
汲
む
者

以
外
に
な
か
っ
た
か
ら
道
隆
は
華
岡
の
流
れ
を
汲
む
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
れ
で
分
る
。

し
か
も
鼻
を
部
分
的
な
が
ら
も
一
旦
切
断
し
、
そ
れ
を
再
接
着
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
洵
に
困
難
な
手
術
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
切
除
、
切
断
な
ら
ば
簡
単
で
あ
る
が
、
再
建
術
は
現
在
で
も
困
難
な
技
術
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
手
術
中
切
断
さ
れ
た
鼻
を
再
接
着
の
た

め
圧
迫
し
た
時
間
も
具
体
的
に
一
時
間
二
十
分
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
も
、
手
術
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
真
実
性
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

道
隆
は
藩
医
で
あ
り
、
患
者
が
道
隆
を
尋
ね
て
い
る
か
ら
、
手
術
が
弘
前
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。

し
か
し
正
確
な
時
期
は
不
明
で
あ
る
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
脳
卒
中
で
倒
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
こ
と

に
は
間
違
い
な
い
。
現
在
遺
さ
れ
た
藩
の
記
録
に
徴
し
て
も
関
連
し
た
記
事
は
発
見
出
来
ず
正
確
な
期
日
の
同
定
は
不
可
能
で
あ
る
。

著
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
、
右
の
例
が
津
軽
に
お
け
る
明
治
以
前
の
唯
一
に
し
て
最
も
古
い
全
身
麻
酔
下
の
手
術
例
で
あ
る
。

三
、
従
来
の
史
書
に
現
わ
れ
た
三
上
道
隆

（
８
）

三
上
隆
道
に
つ
い
て
は
、
従
来
知
ら
れ
る
所
が
少
な
か
っ
た
。
「
津
軽
旧
記
伝
類
」
に
は
、
「
三
上
道
隆
正
亀
、
（
後
道
淳
）
世
々
医
を
以
業
と

す
、
書
を
善
く
し
、
筆
跡
の
美
な
る
他
の
書
家
に
超
出
せ
り
。
寧
親
公
印
代
、
寛
政
九
年
稽
古
館
（
学
校
の
名
）
に
て
、
白
文
尚
書
を
上
梓
せ

る
時
、
道
隆
を
し
て
板
下
を
書
せ
し
む
。
或
時
筆
道
修
行
の
者
、
道
隆
か
書
を
見
て
、
京
師
と
錐
か
か
る
艶
し
き
書
躰
ハ
鮮
し
と
嘆
美
せ
り
と

（
９
）

ぞ
。
斎
藤
長
門
旧
記
。
下
沢
氏
抄
録
。
」
と
あ
る
。
「
弘
前
市
寺
院
縁
起
志
」
の
天
福
山
天
徳
寺
の
項
に
は
「
三
上
正
亀
字
は
道
隆
、
後
に
道

淳
と
改
む
。
世
食
医
を
以
て
業
と
す
。
正
亀
書
を
能
く
す
、
寛
政
九
年
稽
古
館
に
於
て
出
版
の
白
文
尚
書
の
板
下
を
書
く
、
喪
す
る
の
年
月

（
蛆
）

詳
な
ら
ず
」
と
あ
り
、
「
津
軽
藩
旧
記
伝
類
」
の
記
述
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
「
明
治
以
来
弘
前
市
医
史
」
に
は
「
三
上
道
春
父
前
田
幾
次

郎
養
父
三
上
道
隆
弘
化
二
年
生
」
と
あ
る
。
前
者
の
「
道
隆
」
と
後
者
の
道
隆
の
関
係
は
こ
れ
だ
け
で
は
不
詳
で
あ
る
。
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右
に
よ
っ
て
三
上
家
の
道
順
が
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
表
医
者
と
し
て
初
め
て
召
抱
え
ら
れ
た
こ
と
が
判
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
道
順
が
初

代
で
第
七
代
藩
主
信
寧
の
時
代
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
道
順
は
二
年
後
の
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
永
之
暇
」
の
処
分
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
何
か
不
都
合
の
こ
と
を
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
永
之
暇
」
の
処
分
に

右
の
次
の
条
に
は
、

つ
い
て
検
索
し
た
。

同
図
書
館
に
は
、

す
る
の
は
「
寛
延
一

（
皿
）

最
近
弘
前
市
博
物
館
は
、
弘
前
市
の
墓
碑
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
報
告
書
を
作
成
し
た
が
、
そ
の
中
で
貞
昌
寺
に
現
存
す
る
数
基

の
墓
の
中
か
ら
、
前
述
の
三
上
道
隆
正
亀
の
墓
と
し
て
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
に
残
し
た
道
隆
の
墓
碑
を
採
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は

大
き
な
誤
り
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
墓
碑
に
「
道
淳
」
で
な
く
「
道
隆
」
と
あ
る
こ
と
と
、
こ
れ
に
加
え
て
年
代
が
余
り
に
も
離
れ
過
ぎ
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

．
（
胆
）

華
岡
塾
に
学
ん
だ
三
上
道
隆
が
、
世
為
医
を
業
と
す
る
三
上
家
の
何
代
目
に
当
る
か
を
弘
前
市
立
図
書
館
に
蔵
す
る
と
こ
ろ
の
諸
分
限
帳
に

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
の
史
書
に
現
わ
れ
た
三
上
道
隆
に
つ
い
て
の
記
載
は
断
片
的
で
あ
り
、
一
部
は
誤
っ
て
い
る
。

一
、
金
拾
両
四
人
扶
持
三
上
道
順

宝
暦
六
子
十
一
月
朔
日
表
医
者
被
仰
付
新
規
御
擬
作
被
下
置
之
、
同
八
年
七
月
三
日
永
之
暇
被
下
置
之

四
、
分
限
帳
に
現
わ
れ
た
三
上
家
の
系
譜

媚
に
は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
を
最
古
と
す
る
分
限
帳
ま
た
は
分
限
元
帳
が
存
す
る
が
、

「
寛
延
三
年
改
分
限
元
帳
」
で
あ
る
。

三
上
家
の
人
物
が
次
の
よ
う
に
初
見
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と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
文
化
二
年
改
分
限
元
帳
の
中
に
、
三
上
道
隆
の
名
を
求
め
る
と
「
医
者
」
の
項
に
、

と
あ
り
認
初
代
道
順
が
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
死
亡
し
た
こ
と
、
跡
嗣
は
道
隆
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
確
か
に
右
の
次
の
条
に
は
、

道
隆
は
「
道
淳
」
と
襲
名
し
た
が
、
親
は
「
道
順
」
で
あ
り
、
「
順
」
と
「
淳
」
は
発
音
は
同
じ
で
あ
る
が
字
が
異
る
。

「
御
近
習
医
者
格
」
の
条
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

金
拾
両
四
人
扶
持
三
上
道
順

天
明
三
年
二
月
病
死
。
同
八
月
十
五
日
跡
式
無
相
違
伜
道
隆
へ
被
下
置
表
い
し
ゃ
被
仰
付
之

一
、
金
拾
両
四
人
扶
持
三
上
道
隆

文
化
四
年
卯
年
十
二
月
七
日
奥
通
被
仰
付
、
同
六
年
巳
年
七
月
四
日
先
祖
之
名
道
淳
与
名
改
願
之
通
、
同
九
申
年
十
二
月
十
石
日
壱
人

扶
持
勤
料
被
下
置
御
近
習
格
被
仰
付
候

一
、
金
拾
両
四
人
扶
持
外
壱
人
扶
持
右
同
よ
り

三
上
道
淳

一
、
金
拾
両
四
人
扶
持

三
上
道
隆
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と
あ
る
。
二
代
目
の
道
淳
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
残
し
て
、
三
代
目
が
道
周
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。

次
に
「
文
政
十
一
年
六
月
改
分
限
元
帳
」
に
よ
っ
て
、
三
代
目
の
道
周
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
十
二
月
朔
日
に
死
亡
し
、
伜
道
純
へ
家

督
を
譲
っ
た
こ
と
、
四
代
目
の
道
純
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
三
月
に
隠
居
し
て
、
伜
で
あ
る
五
代
目
の
道
隆
が
跡
を
嗣
ぎ
、
道
隆
は
小

普
請
医
と
な
っ
た
こ
と
が
判
る
。
道
隆
は
非
常
な
勤
勉
で
あ
っ
た
の
で
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
は
表
医
者
に
昇
進
し
た
。

「
嘉
永
四
年
改
分
限
元
帳
」
に
よ
れ
ば
、
道
隆
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
に
隠
居
し
、
家
督
を
忰
道
春
に
譲
っ
た
。
道
春
は
三
上
家

の
六
代
目
で
あ
る
。
道
春
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
正
月
、
御
番
見
習
と
し
て
採
用
さ
れ
、
同
四
年
（
一
八
六
八
）
八
月
、
医
学
館
の
外
科
教

授
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
道
春
は
外
科
の
専
門
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

明
治
維
新
と
な
っ
て
道
春
は
、
六
拾
二
俵
壱
斗
を
給
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
青
森
や
松
前
に
出
張
し
て
医
療
に
尽
し
、

こ
の
た
め
勤
料
を
拾
俵
給
さ
れ
て
い
る
。
翌
三
年
（
一
八
七
○
）
五
月
十
三
日
に
は
、
「
医
学
学
頭
兼
監
察
」
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
「
医
学
学

頭
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
組
織
の
学
頭
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
藩
校
と
は
別
に
町
在
医
の
拠
金
に
よ
っ
て
医
学
館
が
設
立
さ
れ
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
附
属
薬
園
を
設
け
、

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
種
痘
館
を
増
設
し
た
。
し
か
し
こ
の
医
学
館
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
二
月
廃
止
と
な
っ
た
。

一
、
金
拾
両
四
人
扶
持
表
医
者
道
純
跡

三
上
道
隆

天
保
十
四
年
六
月
朔
日
医
業
出
情
手
広
く
病
用
相
勤
候
二
付
表
医
者
被
仰
付
候

文
化
十
一
戊
年
正
月
四
日
病
死
同
年
三
月
朔
日
跡
式
御
給
分
無
相
違
忰
道
周
江
被
下
置
表
医
者
被
仰
付
親
是
迄
勤
料
者
被
差
引
候
。
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函
館
戦
争
中
に
設
け
ら
れ
た
病
院
も
戦
争
終
結
と
共
に
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
三
月
廃
止
さ
れ
、
九
月
に
は
別
に
医
学
寮
が
設
け
ら
れ
た

が
、
設
立
当
時
の
名
簿
に
三
上
道
春
の
名
前
を
見
出
し
得
な
い
。

し
た
が
っ
て
現
在
の
と
こ
ろ
、
三
上
道
春
が
明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
五
月
に
任
命
さ
れ
た
「
医
学
学
頭
」
は
ど
ん
な
組
織
の
長
で
あ
っ
た

か
、
詳
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
後
日
を
期
し
た
い
。

（
蝿
）

分
限
帳
に
見
ら
れ
る
三
上
家
の
代
々
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
渋
江
抽
斎
の
手
に
な
る
「
直
舎
伝
記
抄
」
中
に
も
二
代
目
道
淳

の
名
前
が
散
見
さ
れ
る
が
、
記
述
の
内
容
は
分
限
帳
に
記
さ
れ
た
以
外
に
追
加
す
べ
き
も
の
は
何
も
な
い
。

（
Ｍ
）

ま
た
永
沢
得
右
衛
門
の
編
す
る
所
の
「
津
軽
史
」
の
中
の
医
家
の
部
に
も
二
代
目
の
道
隆
（
道
淳
）
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
が
、
前
出
史

料
「
津
軽
旧
記
伝
類
」
な
ど
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
た
だ
注
目
す
べ
き
は
こ
の
中
に
、
二
代
目
道
隆
の
弟
で
後
に
分
家
し
て
別
に
藩
医
と
し
て

一
家
を
な
し
た
三
上
家
の
代
々
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
直
接
関
係
が
な
い
の
で
、
代
倉
を
記
す
に
留
め
て
お
く
。

前
に
示
し
た
諸
分
限
帳
に
よ
れ
ば
、
初
代
の
耕
庵
は
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
六
月
に
表
医
者
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
た
。
五
代
の
耕
雲
は
実

は
四
代
耕
庵
の
弟
で
、
四
代
に
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
弟
が
家
督
を
嗣
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、
道
順
を
初
代
と
す
る
三
上
家
の
代
盈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

２

３
４
５

道
順
ｌ
道
淳
（
初
め
道
隆
）
ｌ
道
周
ｌ
道
純
ｌ
道
隆
（
右
肩
の
数
字
は
代
数
を
示
す
）

同
じ
く
明
治
元
年
（
一
八

春
の
名
は
披
見
さ
れ
な
い
。

初
代
耕
庵

四
代
耕
庵
正
明

八
六
八
）
五
月
に
従
軍
医
師
の
養
成
の
た
め
新
規
に
「
外
科
稽
古
所
」
が
設
立
さ
れ
た
が
、
当
時
の
名
簿
に
三
上
道

二
代
隆
圭
正
璋

五
代
耕
雲
正
秀

三
代
泰
庵
雅
敏

六
代
敏
造
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各
種
史
料
や
分
限
帳
に
よ
っ
て
も
、
三
上
家
の
代
萄
の
正
確
な
残
年
月
は
大
半
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
三
上
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
弘
前
市

新
寺
町
の
天
徳
寺
を
尋
ね
、
過
去
帳
お
よ
び
螢
域
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

ま
ず
墓
に
つ
い
て
述
べ
る
。
墓
碑
は
現
在
で
は
貞
昌
寺
の
境
内
に
あ
る
。
天
徳
寺
は
貞
昌
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
三
上
家
の
墓
は
写
真
１
に
示

す
よ
う
に
全
部
で
八
基
現
存
し
て
い
る
が
、
前
列
に
三
基
、
後
列
に
五
基
あ
り
、
後
者
の
五
基
が
重
要
で
あ
る
。

最
古
の
年
号
を
有
す
る
の
は
、
前
列
右
端
の
宝
暦
十
一
年
の
「
安
室
妙
穏
信
女
」
で
あ
る

溌

五
、
過
去
帳
及
び
墓
碑
か
ら
見
た
三
上
家
の
代
々
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天
徳
寺
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、
道
隆
が
死
亡
し
た
の
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
で
、
数
え
で
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
す
る
と

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
生
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
家
督
相
続
を
し
て
小
普
請
医
と
な
っ
た
の
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
で
二
十
三
歳
、

る
。
分
限
帳
は
二
十
六
日
の
死
亡
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
届
出
上
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
墓
碑
の
正
面
に
は
、
前
述
の
道
周
の
法
名
と
並
ん
で
「
康
照
院
譲
誉
寿
相
煎
清
居
士
」
と
刻
さ
れ
、
左
側
面
に
「
嘉
永
元
戊
申
年
八
月

四
日
」
と
あ
る
。
過
去
帳
の
同
年
月
日
の
条
に
も
「
康
照
院
讓
誉
寿
相
煎
清
居
士
嘉
永
元
申
八
月
三
上
道
純
事
拙
三
才
」
と
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
三
代
道
周
の
跡
を
襲
っ
た
道
純
も
わ
ず
か
三
十
三
歳
で
残
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

後
列
右
端
の
墓
碑
は
五
代
道
隆
の
も
の
で
、
三
行
に
刻
ま
れ
た
碑
面
の
文
字
は
「
仙
得
院
応
誉
義
昌
道
隆
清
居
士
貴
法
院
一
誉
妙
体
大
姉

精
学
院
俊
誉
政
了
居
士
」
と
あ
り
、
右
側
面
は
「
明
治
四
辛
未
年
二
月
十
八
日
」
、
左
側
面
は
「
明
治
廿
二
年
二
月
十
日
」
と
あ
る
。
過
去
帳

に
は
「
仙
得
院
応
誉
義
昌
道
隆
清
居
士
」
の
段
年
月
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
十
八
日
で
「
三
上
道
春
ノ
父
五
十
三
才
」
と
あ
る
。

（
写
真
５
）
「
貴
法
院
…
：
。
」
は
道
隆
の
妻
で
明
治
三
十
七
年
三
月
十
五
日
に
残
し
た
。
明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
日
に
喪
し
た
「
精
学
院
」
と

道
隆
の
続
柄
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
息
子
か
も
知
れ
な
い
。

後
列
中
央
の
墓
碑
は
六
代
道
春
夫
妻
以
下
の
墓
で
、
道
春
の
法
名
は
「
杏
林
院
圭
誉
道
春
居
士
」
で
明
治
三
十
八
年
四
月
五
日
に
残
し
、
そ

の
妻
「
安
養
院
…
…
」
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
月
二
十
三
日
に
残
し
た
。

七
代
の
二
郎
は
昭
和
三
十
二
年
に
残
し
て
い
る
。

以
上
の
墓
碑
お
よ
び
過
去
帳
の
調
査
に
よ
っ
て
分
限
帳
に
現
わ
れ
た
三
上
家
代
々
の
正
確
な
法
名
と
残
年
月
日
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
研
究
に
よ
っ
て
、

の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

六
、
五
代
道
隆
に
つ
い
て

弘
前
で
全
身
麻
酔
下
に
手
術
を
行
っ
た
の
が
、
三
上
家
五
代
の
道
隆
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
な
お
二
、
三

213 （93）



し
か
し
そ
の
次
の
「
幼
稚
ノ
時
父
二
後
し
（
道
春
ノ
事
）
」
と
あ
る
「
道
春
」
は
、
道
隆
の
父
の
意
で
あ
る
か
ら
六
代
目
の
道
春
で
は
な
く
、

内
藤
の
記
述
の
誤
り
で
あ
る
。
四
代
の
道
純
は
過
去
帳
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
数
え
の
三
十
三
歳
で
残
し
て
い
る
か
ら
、

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
の
生
れ
と
な
り
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
生
れ
の
五
代
道
隆
の
実
父
で
は
あ
り
得
な
い
。
恐
ら
く
道
隆
の
兄
で
は

文
政
十
一
年
改
分
限
元
帳
に
は
「
一
金
拾
両
四
人
扶
持
道
周
跡
三
上
道
純
天
保
十
三
寅
二
月
朔
日
隠
居
願
之
通
跡
式
無
相
違
伜
道
隆

江
被
下
置
小
普
請
医
被
仰
付
候
」
と
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
道
周
の
伜
と
し
て
跡
を
嗣
い
だ
も
の
の
道
純
は
多
分
病
弱
の
た
め
隠
居
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
道
隆
が
跡
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
道
隆
の
実
父
は
、
三
代
の
道
周
と
目
さ
れ
る
。
道
周
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
喪
し
た
か
ら
、
こ
の
年
道
隆
は
十
九
に
な

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
十
九
歳
で
あ
れ
ば
「
幼
稚
ノ
時
」
と
い
う
表
現
は
正
確
と
い
い
難
い
。
も
ち
ろ
ん
戸
籍
上
父
で
あ
っ
た
道
純
は
嘉
永

元
年
（
一
八
四
八
）
に
残
し
て
い
る
か
ら
道
隆
二
十
九
歳
の
時
に
当
っ
て
お
り
、
益
盈
「
幼
稚
ノ
時
」
の
表
現
と
は
合
致
し
な
い
。
二
代
道
淳

は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
残
年
で
あ
る
か
ら
道
隆
出
生
以
前
で
、
考
慮
の
対
象
に
入
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
道
隆
の
父
は
道
周
と
目
さ
れ
、
内
藤
が
「
道
春
の
事
」
と
記
し
た
の
は
、
「
道
周
ノ
事
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

「
春
」
と
「
周
」
は
比
較
的
発
音
も
近
似
し
て
い
る
か
ら
誤
っ
て
も
無
理
も
な
い
。

内
藤
は
「
年
廿
ニ
ニ
シ
テ
長
崎
二
走
ル
」
と
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
道
隆
が
長
崎
に
赴
い
た
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
二
十
二
歳
と

す
れ
ば
天
保
十
一
年
（
一
八
四
○
）
に
当
る
。

（
２
）

し
か
し
道
隆
が
紀
州
の
華
岡
塾
に
入
門
し
た
の
は
、
「
春
林
軒
門
人
録
」
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
九
月
四
日
と
な
っ
て
い
る
。

表
医
者
と
な
っ
た
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
六
月
に
は
二
十
四
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
前
に
掲
げ
た
内
藤
官
八
郎
の
記
載
の
「
氏
〈
文
政
ノ
人
ニ
シ
テ
」
と
い
う
記
述
と
矛
盾
し

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六

な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

な
い

｡
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こ
れ
よ
り
三
ヶ
月
前
の
六
月
朔
日
に
は
、
医
業
出
精
を
賞
せ
ら
れ
て
表
医
者
に
昇
進
し
て
い
る
。
も
し
内
藤
の
記
述
が
正
確
と
す
れ
ば
、
天
保

十
一
年
（
一
八
四
○
）
に
長
崎
に
出
立
し
て
、
一
旦
弘
前
に
帰
り
、
大
い
に
治
療
に
出
精
し
て
表
医
者
に
昇
進
し
、
そ
れ
か
ら
三
ケ
月
後
に
再

び
紀
州
に
赴
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
少
し
無
理
が
あ
り
、
や
は
り
表
医
者
と
な
っ
て
か
ら
紀
州
の
華
岡
塾
へ
入
門
し
た
と
解
し
た
方
が

無
理
が
な
い
。
華
岡
塾
で
何
年
間
研
讃
に
励
ん
だ
か
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

内
藤
は
、
道
隆
が
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
四
十
歳
未
満
で
脳
卒
中
に
罹
患
し
た
と
し
た
が
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
生
れ
と
す
れ
ば
、
四

十
五
歳
に
な
っ
て
お
り
、
記
述
に
矛
盾
が
あ
る
が
敢
え
て
異
を
唱
え
る
こ
と
も
な
い
。
内
藤
の
記
述
が
必
ず
し
も
些
細
な
点
に
至
る
ま
で
正
確

で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

↑
Ｌ
Ｑ

描
筆
す
る
に
際
し
て
種
々
御
協
力
を
戴
い
た
弘
前
市
立
図
書
館
の
方
冬
弘
前
市
新
寺
町
天
徳
寺
の
住
職
相
馬
貫
雄
師
に
感
謝
の
意
を
表
す

う
（
》
０

天
保
年
間
華
岡
塾
に
学
ん
だ
弘
前
藩
医
三
上
道
隆
が
、
明
治
以
前
に
弘
前
に
お
い
て
全
身
麻
酔
下
に
若
い
女
性
の
鼻
切
断
再
着
術
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
さ
ら
に
分
限
帳
、
過
去
帳
、
墓
碑
な
ど
に
よ
る
調
査
を
行
っ
て
、
道
隆
お
よ
び
そ
の
代
灸
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し

へハヘヘ

43 21
四一一ン

文
献

松
木
明
知
麻
酔
科
学
史
の
バ
イ
オ
’
一
ァ
た
ち
ｌ
麻
酔
科
学
史
研
究
序
説
Ｉ
克
誠
堂
一
九
八
三
年
三
○
頁

呉
秀
三
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
（
複
刻
）
思
文
閣
昭
和
四
十
六
年
二
二
’
一
九
四
頁

森
慶
三
、
市
原
硬
、
竹
林
弘
編
医
聖
華
岡
青
洲
医
聖
華
岡
青
洲
先
生
顕
彰
会
昭
和
三
十
九
年
四
三
頁

藤
本
篤
他
華
岡
青
洲
邪
賀
町
華
岡
青
洲
を
た
た
え
る
会
昭
和
四
十
七
年
二
三
頁

七
、
お
わ
り
に
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跨
胃
門
、
国
号
屋
国
画
邑
固
○
百
・
ｍ
ｍ
⑦
易
昌
５
口
巴
２
９
①
路
昌
①
ｘ
ｇ
曽
○
巨
島
画
胃
８
胃
白
目
○
吋
ｇ
ど
冒
嗣
四
目
胃
冒
号
円
鴨
旨
胃
昌

Ｃ

ａ

■
○

四
国
①
堕
号
の
、
冒
旨
届
置
》
目
画
昌
く
め
日
号
昌
哩
ご
昏
○
言
四
日
８
８
国
嚴
庁
路
Ｏ
易
呉
国
色
目
四
○
盲
）
切
胃
』
く
閏
①
唖
ｇ
ｏ
巳
島
目
①
ｇ
ｏ
旨
の

①

、

噌
昏
９
８
国
８
自
己
巨
日
坤
○
冒
巴
」
○
ぐ
９
］
名
目
〕
．
弓
冨
唖
〕
ぬ
ｇ
①
閏
辱
吾
○
葛
冒
す
琶
昏
①
註
９
号
胃
吾
①
吻
冒
号
具
い

、

肖
冒
目
す
①
月
旦
○
口
与
号
時
ご
酌
『
①
さ
局
討
口
滞
買
い
す
①
ざ
高
の
扁
置
盲
目
吾
嬰
目
９
８
い
①
９
８
画
震
ず
再
訂
冒
胃
胃
唾
画
津
ｑ
届
置
．

■

シ
８
国
］
島
宜
く
①
写
⑦
旨
の
＆
。
巴
、
冒
堅
①
昌
扇
①
昌
角
①
巳
匡
い
い
ｏ
寄
○
巳
坤
○
日
吾
①
弓
呂
函
閏
．
Ｐ
胃
３
．

（
、
）
弘
前
市
立
博
物
館
、
弘

（
岨
）
松
木
明
知
、
花
田
要
一

一
頁
・
八
頁
・
九
三
頁

（
超
）
渋
江
抽
斎
編
松
木
明

（
Ｍ
）
永
沢
得
右
衛
門
津
軽

（
５
）
前
掲
（
２
）
一
二
○
’
一
九

（
６
）
前
掲
（
１
）
三
四
’
三
七
頁

（
７
）
内
藤
官
八
郎
弘
藩
明
治
一

（
８
）
津
軽
藩
旧
記
伝
類
承
ち
の

（
９
）
中
村
良
之
進
弘
前
寺
院
縁

（
、
）
田
沢
多
吉
明
治
以
来
弘
前

（
、
）
弘
前
市
立
博
物
館
、
弘
前
の

（
岨
）
松
木
明
知
、
花
田
要
一
編
ゞ

内
藤
官
八
郎
弘
藩
明
治
一
統
誌
人
名
録
弘
前
市
立
図
書
館
蔵

津
軽
藩
旧
記
伝
類
承
ち
の
く
双
書
第
五
集
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
昭
和
三
十
三
年
四
六
四
’
四
六
五
頁

中
村
良
之
進
弘
前
寺
院
縁
起
志
陸
奥
史
談
会
昭
和
八
年
三
三
頁

田
沢
多
吉
明
治
以
来
弘
前
市
医
史
私
家
版
昭
和
十
八
年
九
五
頁

弘
前
市
立
博
物
館
、
弘
前
の
墓
昭
和
五
十
八
年
度
墓
確
認
調
査
報
告
書
弘
前
市
立
博
物
館
八
七
頁

松
木
明
知
、
花
田
要
一
編
津
軽
医
事
文
化
史
料
集
成
岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
信
山
社
昭
和
六
十
一
年
所
収
二
一
頁
・
三
二
頁
・
四
六
頁
・
七

甸
胃
解
の
四
５
国
｝
シ
己
硯
号
躬
圃
ウ
昌
己
巳
〕
昌
巨
冨
詳
曽
凰
冒
弓
里
侭
胃
巨

松
木
明
知
解
説
直
舎
伝
記
抄
岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
信
山
社

津
軽
史
世
家
三
十
三
大
正
七
年
青
森
県
立
図
書
館
蔵

二
○
１
、
一
九
二
頁

ず
ぐ竪

少
江
８
日
○
夛
自
ン
目
、
ご
尻
胃

昭
和
六
十
年
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DohryuMikamiwasoneofthem,enteringtheschoolinl843afterS.Hanaoka'sdeath.

Thedetailspf･hismedicalcareerandhisfamilyarenotknownyet.However,accordingto
"Koh-hanMeijilttoshi''byKanpachiro-Naito,befbrel864,DohryuMikamiperfbrmedareplantation

ofthenoseofagirlwhosuffbredfromsyphilisundergeneralanesthesia.Sherecoveredcompletely
fi･omsurgeryafiertwoweeksandshehadneithercosmeticsuffbringnoranyspeakingdisability.

TheauthoralsoinvestigatedhistoricaldocumentsandMikami'sgravetoclarifyhisfamilialrelation-
ships.
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